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広義のＰＳＬＸと狭義のＰＳＬＸ

• 広義のＰＳＬＸ

– ＡＰＳを中核とした製造業の新しいアーキテク
チャであり、個別の計画機能が柔軟に連携す
ることで市場環境に即応する全体最適を実現
するしくみを指す。

• 狭義のＰＳＬＸ

– ＸＭＬをベースとした生産計画・スケジューリン
グ関連情報の交換方式および記述方式であ
り、複数の業務システム間でデータの受け渡
しを行う場合の標準仕様。
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ＰＳＬＸ仕様（狭義）の内容

• 対象とする生産計画・スケジューリング問
題の内容を表現するためのクラス群

• それらのクラス（またはクラス間の関係）を
定義するためのＸＭＬタグ仕様

• ＸＭＬデータをアプリケーション間で送受信
する場合の手順と付帯情報

• ＸＭＬデータ内容の意味的整合性の検査
条件とエラー時の処理ルール
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スケジューラがＰＳＬＸ対応になると、

• スケジュールした内容を複数の場所で見る
ことができる。

• 複数の工程（拠点）の計画を連携すること
ができる。

• ＭＥＳに対して統一形式のインタフェース
開発ができる。

• 上位計画との連携をダイナミックにおこなう
ことができる。
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この発表の目的

• ＰＳＬＸによる記述の雰囲気を知ってもらう。

• ＰＳＬＸの記述の柔軟性を知ってもらう。

• ＰＳＬＸの設計思想を理解してもらう。

• ＰＳＬＸの可能性をイメージしてもらう。

ＰＳＬＸを実際に記述できるようになってもらう。

ＰＳＬＸで記述できるものとできないものの
おおよその境界を知ってもらう。
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ＰＳＬＸの基本要素
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設計思想

• できるだけ少ないタグで表現する

• 表面的な現象を追わずに背景の構造をと
らえる

• パーフェクトを目指さずに合格ラインのクリ
アを目指す。

• 国際標準や先行する便利な標準には従う。

• インプリメントを仕様策定と完全に平行して
行う。

• 意見が分かれた場合には最終ユーザの利
益最大化を志向する。
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準備運動（その１）

• 以下のものはすべて「品目（アイテム）」と
呼ぶことにします。

– 製品、完成品、

– 仕掛品、中間品

– 原材料、部品、資材
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準備運動（その１）

• 以下のものはすべて「資源（リソース）」と
呼ぶことにします。

– 機械、設備、装置

– 人、作業者、ロボット

– ジグ、工具



PSLXコンソーシアム 第1回セミナー

準備運動（その１）

• 工場の内外にあって、生産計画・スケ
ジューリングに関係ある“もの”は、すべて
「品目」か「資源」のどちらかに分類してくだ
さい。

作業を行うことで“なくなる”または“生まれる”
ものは品目。作業中だけ拘束され、終了後に
もとの状態にもどるものは資源。

ヒントヒント
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以下のものは品目？資源？

– 作業場所

– 工場、ライン

– 設計図、操作マニュアル

– 切りくず、端材

– 電気、水道

– 臨時アルバイト

– 運搬車両、コンテナ

– 梱包材、納品書

– ロット、バッチ

– 予算、収益
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ポイント（その１）

• ＰＳＬＸでは、顧客およびサプライヤー以外
の“もの”は、「品目」か「資源」のいずれか
として記述されます。

判断が難しい場合判断が難しい場合

●状況によって変わる場合：機械はそれによって生産する
場合には「資源」だが、それが組み立られる時には品目
として扱われる。

●視点によって変わる場合：水道やガスなどは安定供給
されるとみなせば「資源」だが、物理的には消費されて
いるので「品目」。
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ＰＳＬＸ記述例

<item name=“製品Ａ”>
<!-- 製品Ａに関する情報 -->

</item>

<resource name=“機械Ａ”>
<!-- 機械Ａに関する情報 -->

</resource>

品目の定義

資源の定義
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準備運動（その２）

• 以下のものはすべてジョブと呼ぶことにし
ます。

– タスク

– 作業、オペレーション

– プロセス、（工程）

– アクティブティ
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ジョブと事象

• 「ジョブ」は、時間幅をもっています。

• 「事象」は、時間幅をもっていません。

• 事象はジョブの一部である場合や、単独で
存在する場合があります。

ジョブ（宿題をやる）

時間

事象（開始） 事象（完了） 事象（停電）
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ポイント（その２）

プランニング の対象は「品目」や「資源」が持つ属

性や要素となります。

– 品目の数量、品目の仕様、品目そのものの生成、削除、資源の

能力、資源の配置、など

スケジューリング の対象は「ジョブ」または「事象」

の属性や要素となります。

– ジョブの開始時刻、終了時刻、ジョブが使用する資源、消費する

品目、など
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ＰＳＬＸ記述例

<job name=“作業Ａ”>
<!-- 作業Ａに関する情報 -->

</job>

<event name=“事象Ａ”>
<time>2001/10/3 13:30:00</time>

</event>

ジョブの定義

事象の定義
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ＰＳＬＸ記述例

<job name=“作業Ａ”>
<!-- 作業Ａに関する情報 -->
<start>

<time>2001/10/03 14:00:00</time>
</start>
<end>

<time> 2001/10/03 14:10:00</time>
</end>

</job>

ジョブの定義（開始時刻、終了時刻）
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準備運動（その３）

• 以下のものはすべてオーダと呼ぶことにし
ます。

– 確定オーダ 出荷指示

– 内示、見込みオーダ 生産指示

– 製造オーダ 入庫･出庫指示

– 資材要求 残業指示

– カンバン 設備手配
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ポイント（その３）

• オーダは、いろいろなところに存在する。プ
ランニングやスケジューリングを要求する
ものがオーダである。

– 品目に対するオーダ

– 資源に対するオーダ

– ジョブに対するオーダ

– 事象に対するオーダ
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カスタマーとサプライヤー

• オーダを外部で生成するのが「カスタマー」

• オーダを外部で受けるのが「サプライ
ヤー」

モノの流れ モノの流れ

オーダ オーダ

サプライヤー カスタマー
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ポイント（その４）

• オーダーは最初にカスタマーから投入された後、
何度かプランニング／スケジューリング問題の内
部で生成され変換された後、最終的にはサプラ
イヤーに送られる。

オーダ

プランニング／
スケジューリング

の対象制約違反
品目／資源／
ジョブ／事象

オーダの
source オーダの

terminal

インスタンスの生成

生成

投入

カスタマー

サプライヤー
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ＰＳＬＸ記述例

<order name=“注文Ａ”>
<!-- 注文Ａに関する情報 -->
<customer ref=“Ａ商事”/>
<time>

<latest>2001/10/10 12:00:00</latest>
</time>
<item ref=“製品Ａ”/>
<qty>100</qty>
<location ref=“送先Ａ”/>

</order>

オーダの定義

顧客名

納期

品目

数量

送り先
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ここまでのまとめ

品目品目 品目品目ジョブジョブ
入力 出力

占有／利用

（消費）

資源

（生産）

資源

事象事象

事象事象

ジョブジョブ

ジョブジョブ

ジョブジョブ
資源資源

資源資源

品目品目
品目品目

品目品目
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さまざまな関係の記述
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ジョブとジョブ（先行関係）

作業Ａ作業Ａ

作業Ｂ作業Ｂ

<job name=“作業Ａ”>
<successor ref=“作業Ｂ”/>

</job>
<job name=“作業Ｂ”>

<predecessor ref=“作業Ａ”/>
</job>
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ジョブとジョブ（先行関係：応用１）

作業Ａ作業Ａ

作業Ｂ作業Ｂ

<job name=“作業Ａ”>
<successor ref=“作業Ｂ”>

<duration>
<shortest>00:30:00</shortest>

</duration>
</successor>

</job>

間隔３０分以上
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ジョブとジョブ（先行関係：応用２）

作業Ａ作業Ａ

作業Ｂ作業Ｂ

<job name=“作業Ａ”>
<successor ref=“作業Ｂ” type=“ss”>

<duration>
<longest>01:00:00</longest>

</duration>
</successor>

</job>

開始後６０分以内に開始
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ジョブと品目（生産／消費関係）

部品Ａ部品Ａ
作業Ａ作業Ａ

部品Ｂ部品Ｂ

製品Ｃ製品Ｃ

<job name=“作業Ａ”>
<consume><item ref=“部品Ａ”/></consume>
<consume>

<item ref=“部品Ｂ”/><qty>4</qty>
</consume>
<produce><item ref=“製品Ｃ”/></produce>

</job>

１個

４個
１個
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ジョブと品目（生産／消費関係：応用）

部品Ａ部品Ａ

作業Ａ作業Ａ部品Ｂ部品Ｂ

部品Ｃ部品Ｃ

<job name=“作業Ａ”>
<consume nth=“1”><item ref=“部品Ａ”/></consume>
<consume nth=“1”><item ref=“部品Ｂ”/></consume>
<consume nth=“2”><item ref=“部品Ｃ”/></consume >

</job>

どちらかひとつ

nthの値が同じものはひとつにまとめられる
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ジョブと資源（割当関係）

作業Ａ作業Ａ

機械１機械１ 機械２機械２
工員Ａ工員Ａ

どちらかひとつ

<job name=“作業Ａ”>
<assign nth=“1”><item ref=“機械１”/></assign>
<assign nth=“1”><item ref=“機械２”/></assign>
<assign nth=“2”><item ref=“工員Ａ”/></assign>

</job>

nthの値が同じものはひとつにまとめられる
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ジョブと資源（割当関係：応用）

作業Ａ作業Ａ

機械１機械１ 機械２機械２
工員Ａ工員Ａ

どちらかひとつ

<job name=“作業Ａ”>
<assign nth=“1” sel=“1” ><item ref=“機械１”/></assign>
<assign nth=“1” sel=“2”><item ref=“機械２”/></assign>
<assign nth=“2” sel=“2” ><item ref=“工員Ａ”/></assign>

</job>

selはｊｏｂ内で同時にひとつしか存在できない

機械２の場合のみ
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在庫量の推移

<item name=“製品Ａ”>
<stock><start><time ref=“now”></start>
<qty>50</qty></stock>
<stock>

<start><time>12:00:00</time></start>
<qty>100</qty>

</stock>
</item>

製品Ａ 現在 １２:００
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負荷量の推移

<resource name=“作業者”>
<load><start><time ref=“now”></start>
<qty>8</qty></load>
<load><start><time>12:00:00</time></start>
<qty>2</qty></load>
<load><end><time>14:00:00</time></end>
<qty>8</qty></load>

</resource>

作業者 現在 １２:００ １４:００
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負荷量の制約

<resource name=“作業者”>
<load>

<start><time ref=“init”></start>
<qty><max>10</max></qty>

</load>
</resource>

作業者

現在 １２:００ １４:００
最大１０人
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親子の関係

作業Ａ作業Ａ 作業Ｂ作業Ｂ

ジョブＣ

<job name=“ジョブＣ”/>
<job name=“作業Ａ”>

<parents ref=“ジョブＣ”>
</job>
<job name=“作業Ｂ”>

<parents ref=“ジョブＣ”>
</job>
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マスターとインスタンス

作業Ａ作業Ａ

Ｋ２：作業ＡＫ２：作業Ａ

<job name=“作業Ａ”/>
<job name=“Ｋ１：作業Ａ” master=“作業Ａ”>

<order ref=“Ｋ１”/>
</job>
<job name=“Ｋ２：作業Ａ” master=“作業Ａ” >

<order ref=“Ｋ２”/>
</job>

Ｋ１：作業ＡＫ１：作業Ａ

生成

注文

Ｋ２
Ｋ１

マスター インスタンス
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既存スケジューラへの組み込み



PSLXコンソーシアム 第1回セミナー

既存スケジューラをＰＳＬＸ対応にする

手順１：既存のデータ構造とＰＳＬＸのスキー
マとのマッピングを行う。

手順２：マッピングできない部分についての
対応を検討する。

手順３：必要となる追加情報の入力ＩＦのデザ
インを行う。

手順４：外部からの遠隔命令を内部のメソッ
ドとの対応を整理する。

手順５：実際の開発（プログラミング）
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マッピングについて

現状の
データ構造

ＰＳＬＸの
データ構造

共通域

データ変換できない

データ変換で
対応可能

現状の
データ構造

ＰＳＬＸの
データ構造

共通域

データ変換できない
→ 想像して作る！

データ変換で
対応可能

データ出力時データ出力時

データ入力時データ入力時
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例１：ＡＣＣＲＯＡＤの場合

工程１

工程２ 工程３ 工程４

工程１ 工程２ 工程３ 工程４

１：ＨＡ４

ＨＢ４ＨＢ４ＨＢ３

ライン１

ＨＢ３ＨＢ２ＨＢ２ＨＢ１ＨＢ１

ＨＡ１ＨＡ１

ＨＣ１ＨＣ１

ＨＡ４ＨＡ４
ＨＡ３ＨＡ３ＨＡ２ＨＡ２

ＨＣ４ＨＣ４ＨＣ３ＨＣ３ＨＣ２ＨＣ２

２：ＨＢ４

３：ＨＣ４

工程１

工程１

工程２

工程２ 工程３

工程３

工程４

工程４

工程２

ライン２

工程３連結
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データベース記述サンプル

工程
品目
ライン
品名
時間当生産能力
ロットサイズ
優先順位
段取Ｇ

生産能力マスタ

<resource name=“ライン：工程”>
<switch>*段取Ｇ*</switch>

</resource>
<item name=“品目”>

<assign>
<resource ref=“ライン：工程”/>

<priority>優先順位</priority>
</assign>
<display><name>品名</name></display>
<qty><min>ロットサイズ</min></qty>

</item>
<job name=“ライン：工程：品目”>

<duration><calc>時間当生産能力</calc>
</duration>

</job>
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例２：ＡＳＰＲＯＶＡの場合

製品Ａ－材料混合

製品Ａ－充填

製品Ａ－検査

製品Ａ－原料

製品Ａ－材料混合

製品Ａ－充填

製品Ａ

ロット０１

（オーダ）

入力品目

出力品目

混合１混合１

検査１検査１

充填１充填１

充填２充填２

充填３充填３

顧客 主資源／副資源

どれかひとつ

０１：製品Ａ－検査

０１：製品Ａ－充填

０１：製品Ａ－材料混合

ジョブ生成

インスタンス
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データベース記述サンプル

完成品目
工程順
工程コード
入力品目
出力品目
必要量
重なり方法
重なりＭＩＮ

<job name=“工程コード”>
<consume ref=“入力品目”>
<qty>必要量</qty></consume>
<produce ref=“出力品目”/>
<predecessor ref=“前工程コード”

type=“重なり方法”>
<duration><min>重なりＭＩＮ</min>
</duration>

</predecessor>
</job>
<item name=“出力品目”>

<parents ref=“完成品目”/>

</item>
部品表テーブル
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例３：ＤＩＲＥＣＴＯＲ５の場合

工程 工程 工程

ユニット

工程 工程

工程 工程 工程

工程

工程 工程 工程

ユニット

ユニット

ユニット

プロダクト

プロダクト 親子関係

資源資源 資源資源

代替資源グループ

主資源／副資源

資源資源

プロダクトプロダクト

プロダクトプロダクト

プロダクトプロダクト
プロダクトプロダクト

品目資源
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データベース記述サンプル

ユニットＩＤ
最上位ユニットＩＤ
プロダクトＩＤ
オーダＮｏ
開始可能日
納期
ユニット数量
オーダ数量

<order name=“オーダＮｏ”>
<time><latest>納期</latest>
<earliest>開始可能日</earliest>
</time>
<item ref=“プロダクトＩＤ”/>

<qty>オーダ数量</qty>
</order>
<job name=“ユニットＩＤ”>

<parents ref=“最上位ユニットＩＤ”/>

</job>
<item name=“プロダクトＩＤ”>

<qty><min>ユニット数量</min></qty>
</item>

ＵＮＩＴトラン（オーダ）
テーブル
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例４：ＪｏｙＳｃｈｅｄｕｌｅｒの場合

梱包
工程

検査
工程

組立
工程 製品製品検査品検査品組立品組立品

化粧箱化粧箱

ダンボールダンボール

部品１部品１

部品２部品２

本体本体

組立機
１号

組立機
１号

検査機
１号

検査機
１号 検査機

２号

検査機
２号

梱包機
１号

梱包機
１号 梱包機

２号

梱包機
２号 梱包機

３号

梱包機
３号

梱包機
操作員

梱包機
操作員

組立・検査機
操作員

組立・検査機
操作員

どちらかひとつ
どちらかひとつ

どちらかひとつ

製品Ａ
ダンボール

製品Ａ
化粧箱
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データベース記述サンプル

品目コード
品目名
単価
単位品目数
在庫増方法
仕様コード１
安全在庫
まとめ期間

<item name=“品目コード”>
<display><name>品目名</name></display>
<priority>品目優先度</priority>
<price>単価</price>
<qty><min>単位品目数</min></qty>
<spec name=“仕様コード１”/>

<stock>
<inc>*在庫増減方法*</inc>
<qty><min>安全在庫</min></qty>

</stock>
</item>
<job>

<item ref=“品目コード”/>

<duration>まとめ期間</duration>
</job>

品目マスタ
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ＰＳＬＸインタフェース

スケジューラ

ＰＳＬＸ
ＤＢ

ローカルＰＣ
外部
ＤＢ

ＰＳＬＸ

外部サーバ

ＰＳＬＸ
インタフェース

２００１年
１１月β版
公開予定

ＰＳＬＸインタフェースは、アプリケーション開発者
がＸＭＬの詳細を知らなくてもＰＳＬＸを組込み
可能なように、機能の詳細を隠蔽したＣＯＭの
クラス。ＶＢ，Ｃ＋＋、ＪＡＶＡ等から利用できる。

２００１年
１１月β版
公開予定
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関数名サンプル

関数名 説明

InitProblem データの初期化を行う

WriteData 設定したデータをＸＭＬ出力する

ReadData ＸＭＬデータを内部に読込む

CreateOrder オーダを一つ生成する

CreateJob ジョブを一つ生成する

GetNextOrder 次のオーダをさがす

GetNextJob 次のジョブをさがす

SetDescription 要素の記述内容を設定する

GetDescription 要素の記述内容を取り出す
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プログラム（ＶＢ：イメージ）

Sub 練習問題（）
InitProblem
CreateProblem “練習問題”
CreateOrder “注文Ａ”
CreateOrder “注文Ｂ”
WriteData “サンプル”

End Sub
<?xml version="1.0" ?>
<pslx ver=“1.0”>

<problem name=“練習問題”/>
<order name=“注文Ａ”/>
<order name=“注文Ｂ”/>

</pslx> 

ＸＭＬ生成
と保存

サンプル.xml
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どのようなデータのやりとりがあるか

• スケジュール結果を送る（スケジューラ →）

• 問合せに対しスケジュールの一部を送る
（スケジューラ →）

• 注文（内示、確定）を送る（スケジューラ ←）

• マスター情報を送る（スケジューラ ←）

• 実績情報を送る（スケジューラ ←）

• 制約を追加／変更する（スケジューラ ←）
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アプリケーション間のやりとり

スケジューラ ＷＷＷサーバ

問合せ

問合せ

命令Ｘ

回答Ｘ

コマンド名：命令Ｘ
コマンドＩＤ：Ｇ００１２３

<pslx>
<problem>…

</prlx>

コマンド名：回答Ｘ
コマンドＩＤ：Ｇ００１２３

<pslx>
<problem>…

</prlx>
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おしまい

ＰＳＬＸ仕様は、以下のアドレスにて公開しています。
http://www.pslx.org/xml_specification/
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